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町
議
会
議
員
一
般
選
挙
結
果
報
告

　任期満了（10月23日）に伴う、みなべ町議会議員一般選挙は９月27日（火）に告示、

10月2日（日）に投開票が行われ、１４名の議員が決まりました。

　当日有権者数は、11，008人、投票者数は、8,217人、投票率は74.65％でした。

　新議会議員、各投票所の投票状況は、下記のとおりです。

新たな議会議員のみなさん （敬称略。　左上から氏名を五十音順に掲載。）

天 野 　 仁

井 口 雅 裕

池 田 三 千 留

北 谷 清 治

下 村 　 勤

真 造 賢 二

竹 本 栄 次

埴 田

 芝  

 芝  

清 川

高 野

東 本 庄

徳 蔵

谷 本 吉 弘

玉 井 伸 幸

出 口 晴 夫

永 井 幸 喜

原 田 　 覚

丸 山 幸 雄

宮 﨑 繁 幸

埴 田

　 芝 　

東 岩 代

東 本 庄

山 内

西 本 庄

　 芝 　

氏　名 住　所 氏　名 住　所

各投票所の投票者数と投票率
投 票 所 投 票 率当 日

有 権 者 数
期 日 前
投 票 者 数

当 日
投 票 者 数

投 票 者
合 計 数

堺地区構造改善センター
埴田集落センター
社会福祉センター
芝崎会館
みなべ町役場庁舎
山内会館
岩代共同炊事場
筋区民会館
晩稲区民会館
中央公民館
西本庄区民会館
高城公民館
清川公民館

526
1,098
1,012
589
1,692
447
839
556
1,024
1,000
565
1,048
612

11,008 3,305 4,912 8,217 74.65%

126
329
364
271
679
204
230
127
213
329
129
223
81

228
411
344
157
503
133
459
295
479
488
364
602
449

354
740
708
428
1,182
337
689
422
692
817
493
825
530

67.30%
67.40%
69.96%
72.67%
69.86%
75.39%
82.12%
75.90%
67.58%
81.70%
87.26%
78.72%
86.60%

11,201 3,011 5,271 8,282 73.94%

合　　計

前　　回（平成24年）
※当日投票者数には、不在者投票者数を含んでいます。
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こ
の
度
の
み
な
べ
町
長
選
挙
に
お
き
ま
し

て
、多
く
の
町
民
の
ご
支
援
を
賜
り
、無
投

票
で
当
選
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
改
め
て
、町
長
と
し
て
の
責
任
の
重
大
さ

を
痛
感
し
、身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
８
年
間
は
、合
併
時
の
町
づ

く
り
計
画
に
添
っ
て
、各
種
施
策
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
今
後
は
、防
災
面
に
重
点
を
お
き
、み
な

べ
町
か
ら
一
人
の
犠
牲
者
も
出
さ
な
い
覚
悟

で
、安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
を
目
指

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
ず
は
、津
波
避
難
困
難
地
域
に
津
波

避
難
セ
ン
タ
ー
を
建
築
し
、災
害
弱
者
の

方
々
の一時
避
難
場
所
と
し
ま
す
。

　
ま
た
、町
内
の
高
台
に
防
災
広
場
を
つ
く

り
、備
蓄
倉
庫
を
備
え
、併
せ
て
幼
稚
園
や

保
育
所
を
移
転
し
、避
難
場
所
と
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
障
が
い
の
程
度
に
応
じ
た
避
難
場
所
も

必
要
と
考
え
、そ
れ
ぞ
れ
の
保
育
室
を
利
用

一人
の
犠
牲
者
も
出
さ
な
い
覚
悟
で

で
き
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
た
だ
、完
成
ま
で
に
は
、時
間
を
要
し
ま

す
の
で
、そ
れ
ま
で
の
間
、各
自
主
防
災
会

で
、会
合
や
訓
練
を
重
ね「
い
ざ
」と
い
う
と

き
に
は
、高
台
への
避
難
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
次
に
、皆
様
に
健
康
で
長
生
き
を
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
検
診
項
目
を
増
や
す
と

と
も
に
、受
診
体
制
の
改
善
す
べ
き
と
こ
ろ

は
、改
善
し
、一人
で
も
多
く
の
皆
様
に
受
診

し
て
い
た
だ
き
、病
気
の
早
期
発
見
、早
期

治
療
に
努
め
て
い
た
だ
く
こ
と
で
健
康
寿
命

を
伸
ば
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
少
子
化
対
策
と
し
て
、予
防
接
種
等
に
つ

い
て
は
、個
別
接
種
も
含
め
て
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
子
育
て
支
援
の一環
と
し
て
、18
歳
ま
で
の

医
療
費
を
無
料
に
し
、３
人
目
以
降
の
お
子

様
の
保
育
料
及
び
小
中
学
校
で
の
給
食
費

も
無
料
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
、大
学
等
で
勉
学
に
励
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
、従
来
の
貸
付
型
奨
学
金
と

は
別
に
、給
付
型
奨
学
金
制
度
も
整
備
い
た

し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、子
育
て
に
や
さ
し
い
町
づ
く
り

を
目
指
し
て
頑
張
って
ま
い
り
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
、産
業
面
に
お
き
ま
し
て
は
、

昨
年
末
に
世
界
農
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
た

「
み
な
べ・田
辺
の
梅
シ
ス
テ
ム
」を
核
と
し
た

梅
産
業
の
発
展
の
た
め
、各
種
施
策
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
特
に
梅
の
機
能
性
を
活
用
し
、「
美
容
と

健
康
」を
キ
ャッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
国
内
は
も
と

よ
り
、海
外
に
向
け
て
も
消
費
拡
大
に
力
を

入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
漁
業
や
林
業
に
つ
き
ま
し
て
も
、ブ
ル
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
や
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
観
光

産
業
に
つ
な
げ
、併
せ
て
体
験
型
旅
行
を
進

め
る
こ
と
で
多
く
の
方
に
み
な
べ
町
を
訪
れ

て
い
た
だ
き「
み
な
べ
フ
ァ
ン
」と
な
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、私
の
就
任
の

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

　
平
成
28
年
10
月
24
日

小
谷
芳
正

み
な
べ
町
長



※町民１人当たりの額は、歳入・歳出それぞれの総額を平成28年3月31日現在の住民基本台帳人口13,342人で割った数値です。

町税
14億5,605万6千円

（15.2%）

自主財源
24億5,037万

4千円
（25.6％）

依存財源
71億1,438万1千円

（74.4%）

地方交付税
40億8,435万4千円

（42.7%）

国庫支出金
10億
5,506万
6千円

（11.0%）

県支出金
8億6,301万
4千円

（9.0%）

町債
7億4,944万
9千円

（7.8%）

繰出金
10億7,630万

1千円
（12.3%）

維持補修費
3,553万9千円
（0.4％）

普通建設事業費
11億74万6千円
（12.5%）

普通建設事業費
11億74万6千円
（12.5%）

災害復旧事業費
3億3,720万9千円

（3.8%）

積立金
2億2,687万円
（2.6%）

積立金
2億2,687万円
（2.6%）

公債費
15億7,718万

8千円
（17.9%）

公債費
15億7,718万

8千円
（17.9%）

繰越金
6億2,543万
3千円

（6.5％）

繰入金
787万7千円
（0.1％）

繰入金
787万7千円
（0.1％）

分担金及び負担金
使用料及び手数料
1億8,246万
9千円

（1.9％）

財産収入・寄附金・諸収入
1億7,853万9千円（1.9％）

※普通会計＝統計上統一的に用いられる会計区分

地方消費税交付金・利子割交付金・地方譲与税・
自動車取得税交付金・地方特例交付金・
配当割交付金・株式等譲渡所得割交付金・
交通安全対策特別交付金
　　　　　           3億6,249万8千円（3.9％）

普通会計歳入総額 95億6,475万5千円

普通会計歳出総額 87億8,749万5千円

性質別 目的別

町民1人当たりにすると716,891円

町民1人当たりにすると658,634円

総務費
9億1,217万
9千円

（10.4%）

民生費
19億6,776万

9千円
（22.4%）

災害復旧費
3億3,720万
9千円

（3.8%）

災害復旧費
3億3,720万
9千円

（3.8%）

公債費
15億7,718万

8千円
（17.9%）

公債費
15億7,718万

8千円
（17.9%）

衛生費
6億1,875万
8千円

（7.0%）

商工費
1億3,685万
1千円

（1.6%）

土木費
7億6,957万
4千円

（8.8%）

土木費
7億6,957万
4千円

（8.8%）

消防費
3億2,765万
9千円

（3.7%）

消防費
3億2,765万
9千円

（3.7%）

教育費
10億5,381万

5千円
（12.0%）

議会費
7,949万5千円（0.9%）

農林水産業費
10億

699万8千円
（11.5%）

農林水産業費
10億

699万8千円
（11.5%）

人件費
9億7,440万
2千円

（11.1%）

人件費
9億7,440万
2千円

（11.1%） 扶助費
8億704万
2千円

（9.2%）

扶助費
8億704万
2千円

（9.2%）

補助費等
11億9,267万

6千円
（13.6％）

物件費
14億5,952万

2千円
（16.6%）

物件費
14億5,952万

2千円
（16.6%）

投資的経費
14億3,795万

5千円
（16.3%）

投資的経費
14億3,795万

5千円
（16.3%）

消費的経費
44億6,918万

1千円
（50.9%）

消費的経費
44億6,918万

1千円
（50.9%）

その他
28億

8,035万9千円
（32.8%）
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〔単位：千円〕

会　計　別

一般会計及び特別会計の決算状況 （単位：円）

歳　　入 歳　　出 差　　引 実質収支額翌年度へ繰越
すべき財源

9,564,755,059

2,562,738,971

278,977,287

1,550,029,065

299,955,774

711,306,077

157,031,643

15,124,793,876

8,787,495,157

2,460,714,949

274,034,187

1,541,332,118

294,764,011

708,085,248

148,602,239

14,215,027,909

777,259,902

102,024,022

4,943,100

8,696,947

5,191,763

3,220,829

8,429,404

909,765,967

112,563,000

0

0

0

0

0

3,619,000

116,182,000

664,696,902

102,024,022

4,943,100

8,696,947

5,191,763

3,220,829

4,810,404

793,583,967

区　　分

企業会計（水道事業会計）決算状況 （単位：円）

収　　入 支　　出 差　　引 備　　考

173,556,944

28,240,406

124,825,870

102,399,528

48,731,074

△ 74,159,122 不足額は、留保資金などで補填され
ました

■
一
般
会
計
＝
町
民
の
皆
さ
ん
の

生
活
に
関
わ
り
の
深
い
防
災
、福

祉
、教
育
な
ど
、幅
広
い
範
囲
の

事
業
を
行
な
う
た
め
の
会
計

■
国
民
健
康
保
険
会
計
＝
社
会

保
険
の
適
用
で
な
い
自
営
業
の

方
な
ど
に
医
療
費
を
給
付
す
る

会
計

■
後
期
高
齢
者
医
療
会
計
＝
高

齢
者
の
医
療
費
を
ま
か
な
う
た

め
の
会
計

■
介
護
保
険
会
計
＝
高
齢
者
へ

の
介
護
サ
ー
ビ
ス・
支
援
サ
ー
ビ

ス
に
か
か
る
経
費
を
ま
か
な
う

た
め
の
会
計

■
農
業
集
落
排
水
・
公
共
下
水

道
事
業
会
計
＝
生
活
環
境
を
向

上
し
、水
環
境
を
き
れ
い
に
す
る

た
め
に
、施
設
を
整
備
し
た
り
、

維
持
管
理
し
た
り
す
る
会
計

■
簡
易
水
道
・
水
道
事
業
会
計

＝
地
域
に
安
全
な
飲
み
水
を
、安

定
し
て
供
給
す
る
た
め
の
会
計

第３回定例町議会（９月議会）で、平成27年度各会計の歳入歳出決算が認定されました。

町の会計は、一般会計と６つの特別会計、１つの企業会計があります。決算のあらましについて、お知らせします。

※特別会計と企業会計は、独自の収入があるため、独立した会計で事業を行うようになっています。
　しかし、農業集落排水事業特別会計など独自の収入だけでは、まかなえない会計に対しては、一般会計から繰り
　入れています。

一 般 会 計

国民健康保険会計

後期高齢者医療会計

介 護 保 険 会 計

農業集落排水会計

公 共 下 水 道 会 計

簡 易 水 道 会 計

合　　　計

収 益 的

資 本 的
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平成27年度 決算の状況



地震・津波避難訓練
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訓練の日時

平成２８月１１月6日（日）　午前8時00分開始
※雨天決行、荒天中止（中止の場合放送で連絡します。）

訓練対象地区

南部、岩代、上南部地区

訓練目標

・訓練参加者全員が地震の際の安全行動を実施する。
・訓練参加者全員が津波浸水想定時間までに高台に避難する。

訓練当日の手順

　午前８時００分に地震発生を想定した合図として、シェ
イクアウト提唱会議の音源を放送します。
　参加者は、音源を聴いて“その場”で３つの安全行動を
行ってください。 　シェイクアウト訓練とは、2008年

にアメリカ・カリフォルニアで始まっ
た新しい形の地震防災訓練で、
地震の際の安全行動1－2－3「ま
ず低く、頭を守り、動かない」を身
につける訓練です。

地震発生（シェイクアウト訓練）

シェイクアウト訓練

【3つの安全行動】

1

　３つの安全行動を行った後、徒歩、自転車または単車な
どにより、津波避難場所まで避難してください。　
※大津波警報を想定した放送とサイレンを鳴らします。

避難開始2

　　「参加者名簿」への記入をお願いします。

津波避難場所に到着3

　　「参加者名簿」に記入後、避難訓練を終了してくださ
い。

※避難訓練終了後、独自訓練を実施する地区があります。

避難訓練終了4
イラスト提供：日本シェイクアウト提唱会議
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　財政指標は地方公共団体の財政運営が、どのような状況であるかを見るために国が定めた基準
で普通会計決算等を元に算出します。

　経常収支比率については、昨年度より、地方消費税交付金の交付額が増加し、公債費が減少した
ことにより、０．６％下がりました。
　町債の残高については、前年度より6億9,570万5千円が減少し、町民一人あたりに換算すると83万
7千円となりました。
　基金残高については、2億2,487万1千円増加し、町民一人あたりに換算すると、37万6千円となりま
した。

○経常収支比率＝町税や地方交付税など経常的に入ってくる一般財源が、人件費や扶助費、公債費などの経常的経費に充てられた割合
　を表す指標

○実質赤字比率＝標準財政規模（※）に対する、普通会計の実質赤字の割合を表す指標
○連結実質赤字比率＝標準財政規模に対する、町の全ての会計の実質赤字の割合を表す指標
○実質公債費比率＝一般財源を普通会計の公債費、公営企業会計や一部事務組合への繰出金や負担金のうち公債費相当分に充てられ
　た割合を表す指標
○将来負担比率＝標準財政規模に対する、将来一般会計などで負担することが見込まれる金額の割合を表す指標
※標準財政規模＝その年度に入ると推測される一般財源を全国統一のルールで計算した額

財政指標から見た平成２７年度普通会計決算

◆主な財政指標（平成２６年度との比較）

　財政健全化比率（４つの指標）には、早期健全化基準と財政再生基準が設けられています。早期
健全化基準を上回ると財政健全化計画を策定し、自主的に改善に取り組まなければなりません。財政
再生基準を上回ると財政再生団体となり、国や県の関与を受けて財政の再建を行うことになります。
　平成２７年度決算における財政健全化比率はすべて早期健全化基準を下回っており、実質公債
費比率、将来負担比率とも平成２６年度より改善しています。

◆財政健全化比率

　公営企業会計の資金不足額（赤字）の割合を示す資金不足比率についても、町の公営企業会計
（農業集落排水事業特別会計、公共下水道事業特別会計、簡易水道事業特別会計、水道事業会
計）は、いずれも資金不足額がありませんので、該当しません。

◆資金不足比率

年　度

項　目 町の比率 早期健全化基準 財政再生基準

26

27

経常収支比率

86.8％

86.2％

町債（町の借金）残高

118億5,754万7千円

111億6,184万2千円

実質赤字比率

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将来負担比率

－

－

13.4％（14.5％）

45.4％（55.3％）

14.68％

19.68％

25.0％

350.0％

20.00％

30.00％

35.0％

基金（町の貯金）残高

47億9,161万9千円

50億1,649万円

（　）は平成26年度決算における比率
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新潟県南魚沼市と日本の食文化推進連携協定を締結

「いきいき百歳体操」南道地区で始まる

　南魚沼市には「南魚沼産コシヒカリの普及促進に関する条例」、
みなべ町には「みなべ町紀州南高梅使用のおにぎり及び梅干しの
普及に関する条例」が制定されています。　
　この協定は、両市町及びその住民が幅広い分野においてお互
いの交流と理解を深め、「南魚沼産コシヒカリ」と「紀州みなべの南
高梅」というそれぞれの特産品の普及促進に努め、おいしいごは
んと梅干しという食材の良さを存分に活かす日本の伝統的な食文
化推進のため相互に連携することを目的としています。

「地域農業で女性が担う役割」についての講演会

　長寿クラブ南道元気会が主体となって、「いきいき百歳体操」教
室の第１回目が、南道区民会館にて、地区の高齢者を対象に行わ
れました。
　「いきいき百歳体操」は、高知市で開発され、おもりを手首や足首
につけて、主にイスに座って行う体操です。
　今後、週１回集まり、楽しみながら健康づくりや介護予防に取り
組まれるそうです。今年度は東吉田地区でも取り組まれます。
　「いきいき百歳体操を自分たちの地区でも、行いたい！」と思われ
た方は、地域包括支援センターへご連絡下さい。

　10月13日、役場で町の農業委員会と農業振興協議会主催による
「地域農業で女性が担う役割」と題する講演会が開催されました。
　講師の横田友氏は、埼玉県秩父市の農業委員や、埼玉県女性
農業委員協議会の会長もされています。
　講演では、耕作放棄地の解消や地域活性化のためには熱意を
持って活動することが大事であること。また女性は、しがらみがない
ので意見が言いやすいなど、ご自身の経験をもとに様 な々話をされ
ていました。参加したみなさんは、熱心に聞き入っていました。
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梅本儀一さん １００歳おめでとうございます

NEWS

　９月23日、副町長が１００歳を迎えられる梅本さん宅を訪問し、「祝百歳」の賞状

と記念品、花束を贈り長寿をお祝いしました。

　梅本さんは、大の阪神ファンで好きな野球選手は鳥谷選手だそうです。プロ野

球シーズン中は、毎日テレビで応援しているそうです。また、長寿の秘訣をお尋ね

すると「くよくよせず、のんびり過ごすこと。」と答えてくれました。

　益々のご長寿を祈念します。

　出口さんは、１１年間の長きにわたって民生委員児童委員とし

て、地域の方の悩みごとの相談に応じ、必要な支援を行うなど、社

会福祉の増進に貢献されました。その功績に対し、賞されました。

　また、町からも民生委員児童委員として貢献されたことに対し

て感謝状を贈呈しました。　

出口征子さんが厚生労働大臣表彰を受賞

　９月１５日、JA紀州様が町役場を訪れ「折り畳み式動物捕獲

檻」１基を寄贈してくださいました。JA紀州様は、鳥獣害対策の一

環として、管内の市町に檻を寄贈する取り組みをされています。

　町でも、鳥獣害の被害が深刻化しており、昨年度は、イノシシ、

シカ、猿など約1500頭が捕獲されています。今後、いただいた檻

は鳥獣害対策協議会で活用させていただきます。

JA紀州様より動物捕獲檻をいただきました
おり



　
お
買
い
物
や
通
院
、温
泉
、役
場
や
ふ
れ
愛
セ
ン

タ
ー
な
ど
、町
内
へ
の
お
出
か
け
に
は
是
非
、み
な

べ
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス（
み
な
べ
コ
ミ
バ
ス
）を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◎
ご
利
用
に
は
、事
前
予
約
が
必
要
で
す
！

　
ご
利
用
の
際
は
、み
な
べ
コ
ミ
バ
ス（
℡
72
|
３

６
７
５
）へ
電
話
を
し
て
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

予
約
受
付
時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
６
時

　
　
　
　
　
　
　
当
日
予
約
も
受
け
付
け
ま
す
。

コ
ミ
バ
ス
の
利
用
方
法

①
み
な
べ
コ
ミ
バ
ス
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
し
、
利
用

　
日
、行
き
先
、利
用
し
た
い
時
間
を
伝
え
る
。

②
予
約
時
間
に
、近
く
の
停
留
所
で
待
つ
。

③
バ
ス
が
来
た
ら
、
名
前
と
目
的
停
留
所
を
告
げ

　
て
乗
車
。

④
目
的
地
に
着
い
た
ら
、料
金
を
支
払
っ
て
降
車
。

ご
利
用
料
金

●
大
人（
中
学
生
以
上
）　

　
　
　
　
　
３
０
０
円

●
小
学
生
　
１
５
０
円

●
乳
幼
児
　
無
料
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町
内
の
お
出
か
け
に
は

　
み
な
べ
コ
ミ
バ
ス
の
ご
利
用
を

家
屋
を
取
り
壊
し
た
ら

　
税
務
課
へ「
届
出
」を
お
忘
れ
な
く
！

車
検
の
際
は
軽
自
動
車
税
納
税
通
知
書
の

納
税
証
明
書
の
ご
使
用
を

　
こ
の
運
動
は
、
火
災

が
発
生
し
や
す
い
時
季

を
む
か
え
る
に
あ
た

り
、
火
災
予
防
思
想
の

一
層
の
普
及
を
図
り
、

も
っ
て
火
災
の
発
生
を

防
止
し
、
高
齢
者
を
中

心
と
す
る
死
者
の
発
生

を
減
少
さ
せ
る
と
と
も

に
、
財
産
の
損
失
を
防

ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

３
つ
の
習
慣

●
寝
た
ば
こ
は
、絶
対
や
め
る
。

●
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら
離
れ
た

位
置
で
使
用
す
る
。

●
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と
き
は
、

必
ず
火
を
消
す
。

４
つ
の
対
策

●
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火
災
警
報

器
を
設
置
す
る
。

●
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か
ら
の
火
災
を
防

ぐ
た
め
に
、防
炎
品
を
使
用
す
る
。

●
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、
住
宅
用

消
火
器
等
を
設
置
す
る
。

●
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を
守
る
た
め

に
、隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

　
住
宅
、店
舗
、倉
庫
、工
場
、作
業
所
な
ど
の
家
屋

に
対
す
る
固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日
現
在

に
所
有
さ
れ
て
い
る
方
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、家
屋
を
取
り
壊
し
て
も
、役
場
税
務

課
へ「
届
け
出
」を
済
ま
せ
て
い
な
い
と
、
そ
の
ま

ま
現
存
す
る
と
み
な
さ
れ
、
課
税
対
象
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。「
以
前
、家
屋
を
壊
し
た
け
れ
ど
、ま

だ
届
け
を
出
し
て
い
な
い
」
と
い
う
方
が
お
ら
れ

ま
し
た
ら
、平
成
28
年
12
月
26
日（
月
）ま
で
に
、税

務
課
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　
毎
年
、
軽
自
動
車
税
を
納
め
て
い
た
だ
く
た
め

に
送
付
し
て
い
る
軽
自
動
車
税
納
税
通
知
書
は
、

納
税
後
、
過
去
の
軽
自
動
車
税
に
未
納
が
な
け
れ

ば
、
右
端
は
車
検
用
の
納
税
証
明
書
と
し
て
使
用

で
き
ま
す
。

　
役
場
で
は
、
納
税
証
明
書
を
紛
失
さ
れ
た
方
等

に
再
交
付
し
て
い
ま
す
が
、
車
検
の
あ
る
年
な
ど

は
、納
税
証
明
書
を
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

　『消
し
ま
し
ょ
う 

そ
の
火
そ
の
時 

そ
の
場
所
で
』

11
月
９
日（
水
）〜
15
日（
火
）は

住
宅
防
火
い
の
ち
を
守
る
　
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

〜
３
つ
の
習
慣
・
４
つ
の
対
策
〜

税
務
課（
℡
７2
ー
２
１
６
２
）か
ら

税
務
課（
℡
７2
ー
２
１
６
２
）か
ら
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の

町の花 う め

町の木 う ば め が し

町の鳥 う ぐ い す

町の魚 い しわ

総
務
課（
℡
７2
ー
２
０
５
１
）か
ら

総
務
課（
℡
７2
ー
２
０
５
１
）か
ら

　
回
収
し
た
廃
食
油
は
、環
境
に
や
さ
し
い
バ
イ

オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
に
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
、再
び

使
用
さ
れ
ま
す
。

　
今
回
も
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

家
庭
粗
大
ご
み
と
廃
食
油
回
収
に
つ
い
て
は
、

こ
の
広
報
紙
と
一
緒
に
お
届
け
し
た
チ
ラ
シ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　
実
施
日
　
11
月
29
日（
火
）

　
時
　
間
　
午
前
11
時
頃

　
町
で
は
、地
震
・
津
波
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
発

生
時
に
備
え
、国
か
ら
の
緊
急
情
報
を
町
の
防
災

行
政
無
線
を
用
い
て
、確
実
に
皆
様
へ
お
伝
え
す

る
た
め
、緊
急
情
報
伝
達
訓
練
を
行
い
ま
す
。

　
訓
練
は
、町
内
に
設
置
し
て
あ
る
防
災
行
政
無

線
の
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
、戸
別
受
信
機
、防
災
ラ

ジ
オ
か
ら
、一
斉
に
次
の
よ
う
に
放
送
さ
れ
ま
す
。

　
家
庭
の
粗
大
ご
み（
処
理
困
難
物
）の
拠
点
回
収

を
実
施
し
ま
す
の
で
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

テ
レ
ビ
・
冷
蔵
庫
・
洗
濯
機
・
エ
ア
コ
ン
な
ど
の

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
対
象
製
品
も
引
き
取
り
ま
す
。

　
小
雨
決
行
で
す
が
、大
雨
な
ど
荒
天
に
よ
り
中

止
す
る
場
合
は
、町
内
放
送
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　　
11
月
４
日（
金
）午
後
５
時
か
ら
７
日（
月
）午
前

９
時
ま
で
、町
内
各
地
で
、天
ぷ
ら
油
な
ど
の
家
庭

用
廃
食
油
回
収
を
行
い
ま
す
。

　
回
収
場
所
に
容
器（
ポ
リ
タ
ン
ク
18
ℓ
）を
配
置

し
て
い
ま
す
の
で
、ご
自
身
で
移
し
替
え
を
お
願

い
し
ま
す
。

防
災
行
政
無
線
に
よ
る
全
国一斉
の

　       
緊
急
情
報
伝
達
訓
練
を
実
施

【
放
送
内
容
】

●
放
送
開
始
の
チ
ャ
イ
ム

●「
こ
れ
は
、テ
ス
ト
で
す
」を
３
回
放
送
し
、

　「
こ
ち
ら
は
防
災
み
な
べ
町
で
す
」を
１
回
放
送

●
放
送
終
了
の
チ
ャ
イ
ム

　
こ
の
訓
練
は
、全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（※

Ｊ

ア
ラ
ー
ト
）を
用
い
た
訓
練
で
、み
な
べ
町
以
外
の

地
域
で
も
様
々
な
手
段
を
用
い
て
情
報
伝
達
訓
練

が
行
わ
れ
ま
す
。

※

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
と
は
、地
震
・
津
波
や
武
力
攻
撃

な
ど
の
緊
急
情
報
を
、国
か
ら
人
工
衛
星
な
ど
を

通
じ
て
瞬
時
に
お
伝
え
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　
こ
の
訓
練
放
送
に

伴
い
、午
前
11
時
の

定
時
に
流
し
て
い
る

チ
ャ
イ
ム
は
、鳴
り

ま
せ
ん
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

生
活
環
境
課（
℡
７2
ー
３
６
０
５
）か
ら

生
活
環
境
課（
℡
７2
ー
３
６
０
５
）か
ら

家
庭
粗
大
ご
み
の
拠
点
回
収

　
11
月
14
日
、16
日
、20
日
に
実
施

廃
食
油
回
収

 

　
　
11
月
４
日
〜
７
日
に
実
施



11
月・12
月
は

「
合
同
滞
納
整
理
強
化
月
間
」

「
税
を
考
え
る
週
間
」

　今年
の
テ
ー
マ
は「
暮
ら
し
を
支
え
る
税
」で
す
。

11
月
11
日（
金
）〜
17
日（
木
）は

産
業
課（
℡
７2
ー
１
３
３
７
）か
ら

産
業
課（
℡
７2
ー
１
３
３
７
）か
ら

御
坊
税
務
署
か
ら

御
坊
税
務
署
か
ら

和
歌
山
市
町
村
合
同
公
売
会

森
林
の
立
木
伐
採
に
は
届
け
出
を
　
　

「
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
」を
実
施

　
町
税
は
、
ま
ち
づ
く
り
を
支
え
る
大
切
な
財
源

で
す
。
町
で
は
、
納
期
内
に
納
付
さ
れ
た
方
と
の

公
平
を
保
ち
、
滞
納
の
解
消
を
図
る
た
め
に
、
県
・

和
歌
山
地
方
税
回
収
機
構
と
合
同
で
、
11
月
・
12

月
を
合
同
滞
納
整
理
強
化
月
間
と
し
て
、
税
収
の

確
保
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
税
金
を
滞
納
す
る
と
、
本
来
納
め
る
べ
き
税
金

の
他
に
督
促
手
数
料
や
延
滞
金
を
納
付
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
滞
納
し
た
ま
ま
放
置
す
る
と
、
法
律
に

基
づ
き
滞
納
者
の
意
思
に
関
わ
り
な
く
、
給
与
や

不
動
産
な
ど
、
財
産
の
差
押
え
や
公
売
な
ど
の
滞

納
処
分
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
納
期

内
に
納
税
し
て
く
だ
さ
い
。

時
間
外
の
納
税
相
談

　
昼
間
、
仕
事
の
都
合
等
で
役
場
に
来
ら
れ
な
い

方
は
、
事
前
に
税
務
課
ま
で
電
話
連
絡
を
く
だ
さ

い
。
夜
間
で
も
職
員
が
納
税
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
税
金
滞
納
に
よ
り
差
し
押
さ
え
た
家
電
・
雑
貨

な
ど
を
公
売
し
ま
す
。

◆
日
　
時

　
11
月
26
日
（
土
）　
午
前
11
時
開
場

◆
場
　
所

　
和
歌
山
ビ
ッ
グ
愛

　
一
階
　
展
示
ホ
ー
ル
・
大
ホ
ー
ル

◆
公
売
方
法
　

　
入
　
札

◆
入
札
に
必
要
な
も
の

①
購
入
代
金

②
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許
証
等
）

③
印
鑑

④
委
任
状
（
代
理
人
が
入
札
す
る
場
合
）

⑤
同
意
書
（
入
札
者
が
未
成
年
の
場
合
）

　
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
和
歌
山
地
方
税
回
収

機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
　

　
和
歌
山
地
方
税
回
収
機
構

　（
℡
０
７
３
|
４
２
２
|
３
６
３
０
）

　
　

税
理
士
に
よ
る
無
料
相
談
所
の
開
催

◆
日
　
時
　

　
11
月
17
日
（
木
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

◆
場
　
所
　

　
オ
ー
ク
ワ
ロマ
ン
シ
テ
ィ
１
階

　
Ｅ
Ｖ
ホ
ー
ル
前
（
御
坊
市
）

年
末
調
整
説
明
会
の
開
催

◆
開
催
日
・
場
所
（
２
カ
所
）

　
11
月
22
日
（
火
）

　
紀
州
農
協
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
み
な
べ
（
気
佐
藤
）

　
11
月
24
日
（
木
）

　
御
坊
市
民
文
化
会
館
（
御
坊
市
）

◆
時
　
間

　
い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

　　
森
林
の
立
木
を
伐
採
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、

森
林
法
に
基
づ
く
伐
採
の
届
出
な
ど
が
必
要
で

す
。
無
届
け
、無
許
可
に
よ
る
伐
採
を
し
た
場
合
、

罰
金
に
処
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
１
ha
（
１
０
０
０
０
㎡
）
を
超
え
る
森

林
の
開
発
行
為
を
行
う
場
合
は
、
県
へ
の
許
可
申

請
（
林
地
開
発
許
可
申
請
）
が
必
要
で
す
。

【
森
林
法
に
基
づ
く
森
林
の
区
域
】

　
和
歌
山
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
和
歌
山
県
地
理

情
報
シ
ス
テ
ムhttp://w

w
w
2.w
agm
ap.jp/

w
akayam

aken/top/index.asp

）
で
閲
覧
で

き
ま
す
。

　 　
農
業
委
員
会
で
は
11
月
14
日
（
月
）
か
ら
16
日

（
水
）
に
か
け
て
、
町
内
全
域
の
農
地
を
対
象
と

し
た
利
用
状
況
調
査
（
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
）
を
実

施
し
ま
す
。
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税
に
関
す
る
情
報
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（w

w
w
.nta.go.jp

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
お
問
合
わ
せ
は
、
御
坊
税
務
署
（
℡
０
７
３

８
|
22
|
０
６
９
５
）
へ
。












